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餅つき 

八雲町立野田生小学校長  宮川 高宏 

 

 先週、野田生子供会主催の「Ｘmas・餅つきレク」が行われました。本校の児童や

保護者の皆さん、そして卒業した中学生、地域の子どもたちと、たくさんの参加者で

校舎も賑わいました。さらには「餅つき職人」の梶田和夫元ＰＴＡ会長さんや地域の

「餅米蒸しのレジェンド」である神尾美江子さんも見えられ、５年ぶりの餅つきでし

たが、大成功で終えることが出来ました。私も妻と参加し、締めの杵つきをさせてい

ただき感無量。つきたてのお餅は本当に「ほっぺが落ちる」ほど美味しかったです。 

さて今回は、そのレクの時に聞いた本校にある「石臼」のお話しです。５年ぶりに

物置から現れた石臼は重量が100キロ以上、一つの岩石から職人さんがカットしてく

り抜いた特注品。とても高価なものだそうです。３０年前、現在の新校舎が建った

時、たくさん集まったご寄付で「何か今後、末永く使える縁起物を･･･」と当時のＰ

ＴＡの皆さんが考え、この石臼を特注し、落成式で紅白餅をついて参加者に振舞った

そうです。そして野田生地域の繁栄を願い、毎年、この石臼を使っての子供会での餅

つきが始まったそうです。 

梶田元会長さんを含めた「野田生おやじの会」のメンバーは、ほぼ餅つきレクを体

験しています。インフルエンザやコロナで５年間休止していた餅つきをなんとか復活

させたい、子どもたちにも体験させてあげたいと、今回、準備を進めてきました。当

日は、「よいしょ！」のかけ声とともに、たくさんの笑顔があふれ、冬なのに校舎に

は温かな気持ちと熱い想いがあふれました。 

コロナ禍でさまざまな行事が止まり、見直され、縮小したり無くなったり。働き方

改革や少子化、地域の過疎化と並行して、行事削減や見直しの風潮が強まっていま

す。でも、日本古来からの風習や伝統、そしてなにより、地域の歴史や成り立ち、当

時の人たちの想いは、学校で受け止めてあげたいと思うのですよ。 

杵を振って汗をかきかき餅つき、つきたて餅に含まれるアミロペクチンで代謝機能

も向上。身体にもいいですよ、餅つきって。インフル、コロナも退散です！ 

 地域では夏場の大事故もありましたが、想いのこもった餅つきは、きっと安全祈

願にもなったでしょう。保護者の皆さん、地域の皆さん、今年もありがとうございま

した。よいお年を。 

学校の教育目標 

○考える子 

○強い子  

○正しい子 

○仲良い子 
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冬休み 

 12/23（土）から20日間の冬休みに入りま

す。自分で立てためあてを意識しながら過ご

すことができるよう，ご家庭での声がけをお

願い致します。また，寒さに負けず，体を動

かし活動してほしいです。配付いたしました

野田生小「冬休みの生活」，八雲町「冬休み

の過ごし方」をご家庭でも今一度ご確認いた

だき，休み中の過ごし方についてお話しいた

だければと思います。特に，冬型の交通事

故，不審者等の被害にあわないよう声がけを

お願いいたします。  

クリスマス会・もちつき！ 

参観日・懇談会 
 12月15日（金）の参観日で行った一輪車

発表会をたくさんの保護者の方にご覧いた

だき，ありがとうございました。子供たち

のがんばる様子はいかがでしたでしょう

か。どの子もこれまでの練習の成果を発揮

しようと真剣に臨んでいました。また，学

習後の学級懇談では子供たちの学校での様

子や冬休みの生活等についての交流をさせ

ていただきました。お子様の様子で気にな

ることがありましたら、遠慮なく学校まで

ご連絡ください。  

 12月10日（日）に野田生子供会クリスマス

会が行われました。入学前の子供たちから中

学生までが集い、楽しい時間を過ごしまし

た。今年は、5年ぶりとなる「餅つき」が復活

しました。久しぶりということもあり、前日

準備から試行錯誤の会でしたが、年末にみん

なが集まって、今年1年を振り返り、来年への

希望を共有する素敵な時間になりました。準

備いただい保護者・地域の方々、ありがとう

ございました。  

いじめアンケート結果 
１ 月 

元日 

学校閉庁日（～3日） 

８ 月 成人の日 

12 金 
冬休み明け集会 

3時間授業 

16 火 
移動図書 

児童委員会 

18 木 スキー学習① 

24 水 
野中保護者説明会 

体験入学 

25 木 スキー学習② 

26 金 ブックフェスタ（東野小） 


